
Ｊｓｕｒｐまちづくりカレッジ ２０１５前期課程プログラム

「ひと・まち・建築の環境共生デザイン」
～ひとを中心に考え、場に適した環境を再発見する〜

世界的に持続可能なまちづくりへのパラダイムシフトが求められる中、省エネルギーや低炭素の実現とともに
健康の維持・増進やウェルネスにつながる環境づくりが注目されています。
本講座では、「キャンプでは冷房がない状態を許容できるが、オフィスで冷房の効きが悪いとクレームにつなが
るのはなぜか？」など、ひとを中心とした環境との関わりをわかりやすく解説し、環境共生・環境適応・レジリエ
ンスの基礎的な考え方を学び、住まいやワークプレイス、コミュニティの環境デザインとその先にあるまちづくり、
さらにはＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）とどう向き合うべきかを考えていきます。

プランナー、デザイナー、行政職員、学生・院生、デベロッパーの方な
ど、持続可能なまちづくりに関係や関心のある方すべてが対象

受講料

対 象

Ｊｓｕｒｐまちづくりカレッジ ２０１９プログラム ＰｒｇＮｏ.２０１９-００２

■プログラム（ＰｒｇＮｏ.２０１９-００２）日程

第１回 ９月２６日（木） １９:００〜２１:００

地球環境未来都市に向けて進むべき道
～ひと・まち・建築の環境学入門

講師： 佐土原聡 （横浜国立大学）
青笹健 （アルテップ）

第２回 １０月２４日（木） １９:００〜２１:００

環境共生という住まい方
～ＮＥＸＴ２１、深沢環境共生住宅がもたらしたもの

講師： 加茂みどり （大阪ガス）
三井所清史 （岩村アトリエ）

第３回 １１月２６日（火） １９:００〜２１:００

ひとの環境適応と執務環境
～キャンプではなぜ冷房がない環境が許容されるのか

講師： 長澤夏子 （お茶の水女子大学）
中野淳太 （東海大学）

第４回 １２月１７日（火） １９:００〜２１:００

コミュニティの環境×レジリエンス
～災害や酷暑のリスクにどう備えるか？

講師： 増田幸宏 （芝浦工業大学）
岡本祐輝 （美園タウンマネジメント）

第５回 １月２３日（木） １９:００〜２１:００

建築・まちづくりはＳＤＧｓと
どう向き合うべきか

講師： 川久保俊 （法政大学）
永野好士 （不動産協会）

Ｊｓｕｒｐ
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プロデュース
青笹健＆平井一歩

◆上記会員は、賛助会員を含みます。
◆Jsurpまちづくりカレッジは、日本都市計画家協会の会員でない方も受講できます。

全５回 一般２０,０００円／会員１２,０００円／学生５,０００円



講師紹介

認定ＮＰＯ日本都市計画家協会
千代田区神田小川町2-10 香取ビルアネックス2階

青笹 健
㈱アルテップ

プロデュース

平井一歩
（一社）アーバニスト
Jsurp理事

Ｊｓｕｒｐ
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佐土原聡 / 横浜国立大学大学院
都市イノベーション研究院長・教授

青笹健 / 株式会社アルテップ チーフ・
マネージャー

加茂みどり / 大阪ガス株式会社
エネルギー・文化研究所主席研究員

三井所清史 / 株式会社岩村アトリエ
取締役
早稲田大学大学院理工学研究科修了。環境共
生住宅の調査・研究を中心に、URや民間マン
ションの環境計画監修、建築物の環境性能を
評価する「CASBEE」の開発、省エネ基準の策
定、プレハブ建築協会環境行動計画のマネジ
メントなどに従事。

博士(工学)、専門は建築計画学、環境生理心
理、建築健康学。1995年早稲田大学建築学科
卒業。早稲田大学講師、同理工学総合研究所
研究員などを経て、2015年より現職。建築の
利用者の行動、心身の面からみた健康に暮ら
す住まいの研究を行っている。

増田幸宏 / 芝浦工業大学 システム理
工学部環境システム学科 教授

岡本祐輝 / 一般社団法人美園タウン
マネジメント 専務理事

川久保俊 / 法政大学 デザイン工学
部建築学科 准教授

博士(工学)、専門は建築／都市環境工学。
慶應義塾大学理工学部後期博士課程修了。法
政大学デザイン工学部助教、専任講師を経て、
2017年より現職。サステナブル建築・都市の
実現に向けた研究を行っている。

1988年東京建物入社。分譲マンション・高齢者
住宅の企画・開発・運営・管理を通じ、社会福
祉と地域包括ケアに携わる。2016年日本エルダ
リーケアサービス取締役副社長を経て2018年よ
り現職。宅地建物取引士・社会福祉士

永野好士 / 一般社団法人不動産協会
事務局長代理

長澤夏子 / お茶の水女子大学
基幹研究院 准教授

中野淳太 / 東海大学 工学部建築学科
准教授

博士(工学)、専門は建築・都市環境工学、設
備工学。早稲田大学大学院修了。豊橋技術科
学大学大学院准教授等を経て、2018年より現
職。建築・都市のレジリエンス工学や新たな
環境インフラ構築に関する研究に取り組む。
(一社)レジリエンス協会副会長などを兼務。

京都大学工学研究科建築学専攻修了、博士
(工学)、一級建築士。大阪ガス実験集合住宅
NEXT21における居住実験等を担当、少子高齢
社会に対応した住まい、日本の居住文化を継
承する住まい等について研究。神戸松陰女子
学院大学・大阪商業大学非常勤講師。

1996年日本環境技研入社、2015年より現職。地
域・建築のエネルギーシステム、地域のエネル
ギービジョンや環境共生型まちづくりの調査研
究、施策立案支援などの業務に携わる。博士
(工学)、芝浦工業大学・工学院大学非常勤講師。

博士(工学)。1997年早稲田大学建築学科卒業。
2016年日本建築学会奨励賞受賞。主な著書（共
著）に「しくみがわかる建築環境工学 基礎か
ら計画・制御まで（彰国社）」、「快適な温熱
環境のしくみと実践（空気調和・衛生工学
会）」など。

工学博士(早稲田大学)、専門は都市環境工学。
2015年より現職。環境・エネルギー、防災、
生態系などと関連づけた都市・地域づくりを
研究している。最近は特に、日本がめざす
Society5.0（超スマート社会）の環境都市づ
くりに取り組んでいる。

同法人が運営を担う「アーバンデザインセン
ターみその：UDCMi」の副センター長として、
さいたま市美園地区の各種まちづくり事業に携
わる。東京大学大学院(修士課程)修了後、東京
大学先端科学技術研究センター、柏市まちづく
り公社等を経て2015年7月より現職。

2019年9月24日（火）
定員35名

お申し込み方法

締切

City Lab TOKYO
中央区京橋3-1-1 東京スクエアガーデン6F
銀座線「京橋駅」直結、東京駅から徒歩８分

http://tokyo-sg.com

お申し込みはWebで「Peatix」、「まちづくりカレッジ」と検
索の上、申し込みフォームに従ってお申し込み下さい。

会場

Space

12

アクセス
東京スクエアガーデン6階、京橋環境ステーション※内
銀座線「京橋駅」直結、東京駅徒歩8分
※環境をテーマにした各施設の集合体
（CLT、エコテクカン、中央区立環境情報センター、エリアエネルギーマネジメントセンター）

Vision－持続可能な都市をつくる

Mission－持続可能な都市づくりのイノベーション・プラットフォーム

Value－イノベーションを促す「プログラム」と「場」

Services－イノベーションを支える３つのサービス

Programs－持続可能な都市づくりのための３つのプログラム群

Programs －Learning～サステイナブルシティ・カレッジ～

Programs －Sharing～サステイナブルシティ・コミュニティ～

Programs －Matching～サステイナブルシティ・インキュベーター～

Space－アクセス

Space －フレキシブルなイノベーティブスペース

Support－ラボ会員のイノベーションを支援するサポート体制

Price List－ラボ施設利用時の基本料金

Price List －ラボ会員サービス

Price List －ラボ施設予約時期・付帯サービス

Shedule－今後のスケジュール

1


